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知識・技能

【学習上の課題】学年と教科によってはC評価が
２割を超えるものがある。引き続き指導と評価の
改善に取り組む必要がある。
【指導上の課題】ICT機器の活用の効果的な場面
を考え、身に付けた力を活用することの喜びを
実感できるような展開を考える必要がある。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

各教科において、「さいたま市の学校教育　推進の指針・指導の努力点」を確実
に把握しながら、資質・能力における評価規準による評価指針を見直し、≪深い
学びの鍵≫である見方・考え方をさらに意識した授業改善を行っていく。また、
今後も評価を集計し、全体で周知しながら各教科において生徒の習熟度を把握
し、各教職員に広く伝えていく。【評価方法】学年末の評価において、C評価の生
徒が1割以下。さいたま市学習状況調査結果の「学びに向かう力等」において各
項目の向上。

思考・判断・表現

各教科において、「さいたま市の学校教育　推進の指針・指導の努力点」
を確実に把握しながら、資質・能力における評価規準による評価指針を
見直し、≪深い学びの鍵≫である見方・考え方をさらに意識した授業改
善を行っていく。学校課題研究でも、主体的に学習に取り組む態度を
テーマに研究を計画し、各教職員に広く伝えていく。【評価方法】学年末
の評価において、C評価の生徒が1割以下。さいたま市学習状況調査結
果の「学びに向かう力等」において各項目の向上。

【学習上の課題】学年と教科によってはC評価が
3割を超えるものもある。引き続き指導と評価の
改善に取り組む必要がある。
【指導上の課題】ICT機器の活用の効果的な場面
を考え、身に付けた力を活用することの喜びを
実感できるような展開を考える必要がある。

授業改善策【評価方法】
③

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

A

B

変更なし

変更なし

学校全体におけるCの生徒が4％であり、目標の1割以
下において３学年×９科目の２７項目のうち、約85％が
達成できた。学年と教科によってはC評価が1割を超え
るものが4項目ある。知識・技能

思考・判断・表現

学校全体におけるCの生徒が7％であり、目標の1割以
下において３学年×９科目の２７項目のうち、約74％が
達成できた。学年と教科によってはC評価が1割を超え
るものが3項目、2割を超えるものが4項目ある。思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

国語において「言葉の特徴や使い方に関する事項」に課題が見られた。漢字に関しては、無回答率が全国と比較して高く、全体
的な正答率が高いことも鑑みて、個々の定着の差が大きい。また、表現の技法についての理解では、全体的な正答率が全国と
比較して低いが、無回答がなかったため、正しい知識・技能を育成していく必要がある。
数学において、全体的な結果では正答率に関して良好な結果を得ることができたが、「式とグラフの特徴を関連づけて理解し
ているか」という内容において、無回答率が全国と比較して高かった。国語と同様に、個々の定着の差が見受けられるので、個
別に正しい知識・技能を育成していく必要がある。

思考・判断・表現

国語において「読むこと」、特に、文章と図を結び付けて解釈することに課題が見られた。また、「話すこと・聞くこと」において、
内容を捉えることに課題が見られる。数学においては問題形式が「記述式」の無回答率が全国や県と比較して高く、読み取っ
たり説明したりすることに課題が見られた。
国語と数学において、共通する課題として自己の表現は得意ではあるが、他者の考えや多方面から得た情報から思考する力
を今後身に付けていく必要がある。

⑥ 次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


